
 留学生のリクルーティング

海外大学との協力強化 

　ベルギーの名門大学 KU Leuven の副学長、研究科長ら
13 名が、本学との学術連携の深化促進を目的として、4月17
日に本学を訪れました。KU Leuvenとは 2020 年に大学間
の学術交流協定、学生交流協定を締結しており、昨年末には
KU Leuvenの学長が本学を訪問する等これまでも積極的な
交流が行われてきましたが、今回は大学院、特に博士課程に
おける一層の協力の可能性を探るべくディスカッションが行
われました。冒頭では大学院教育支援機構の平島崇男機構長
から本学の博士教育について紹介を行い、KU Leuven の
副学長らが熱心に耳を傾けていました。その後、農学研究科、
地球環境学堂、工学研究科を訪問し、より具体的な協働の
方向性について意見が交わされました。

　4月19日にはオーストラリアの名門、クイーンズランド大学
の工学・建築・情報技術学部長ら３名が本学を訪れ、双方の
大学での学生受入れの促進に向けた意見交換を行いました。
午前中は桂キャンパスを訪問し、桂図書館などキャンパスの
施設を見学した後、立川康人 工学研究科長、安部武志 工学
研究科副研究科長らとダブルディグリープログラムの実施も

視野に入れた、大学院生の研究留学について意見を交わしま
した。その後は、工学研究科及びエネルギー科学研究科の研
究室を訪問し、研究室単位での学生受入れについて、和やか
な雰囲気のもと懇談を行いました。クイーンズランド大学から
京都大学への留学ニーズが非常に高いことが感じられました。

国際教育支援

留学のススメWEEKS を実施 

　留学のススメWEEKSは、学生のみなさんに留学に興味を持ってもらうために実施し
ているイベントです。例年 4 月中旬から下旬に実施し、今年度は、4 月17日から26日ま
での平日8日間の昼休みに国際高等教育院、キャリアサポートセンター、国際教育交流
課の共催で実施いたしました。国際教育交流課が実施している留学プログラムの説明や
国際高等教育院i-arrcが実施するOWL(国際リーダーシップ強化プログラム) の説明、
IELTSやTOEFL の英語試験に関する情報
提供に加え、本年度は国際高等教育院国際
教育プログラムの説明、OECDの人事担当者
によるOECDインターンシップ説明会など、
盛りだくさんの内容となり、655 人の参加者
がありました。
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経済支援

大学院教育支援機構が実施する 
経済支援の令和５年度採用者が決定

　大学院教育支援機構では、大学院教育支援機構プログラムおよび科学技術イノベー
ション創出フェローシップにより、博士後期課程学生に対する経済支援を行っています。
2月末から３月末にかけて令和５年度４月採用分の募集を行ったところ、619 人の学生
から応募があり、372 人が新たに採用されました。前年度からの支援継続者や、進学前
採用枠で予め支援が決定していた学生を合わせると、今年度は大学院教育支援機構プロ
グラムで515名・年額220万円、フェローシップで291名・年額210万円の支援が行わ
れます。また、令和６年度の博士後期課程進学予定者を対象とした大学院教育支援機構
プログラムの進学前採用枠でも133人が採用内定となりました。
　優秀で意欲ある大学院生が、経済的な不安から博士後期課程への進学をためらうこと
のないよう、経済支援制度の一層の充実を図って参ります。

博士後期課程向けの

経済支援事業
事業の趣旨

優秀で意欲ある学生の皆さんが、経済的な不安から博士後期課程
への進学をためらうことのないよう、大学院教育支援機構では２つの
博士後期課程向けの経済支援事業を提供しています。

事業全般に関するお問い合わせ
京都大学大学院教育支援機構
〒606-8316 京都市左京区吉田二本松町
Mail: graduate_studies_office@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp  HP: https://www.kugd.k.kyoto-u.ac.jp/

キャリア形成
支援の実施

博士学生のキャリアパスの多様化に対応し、皆さんが不安なく進路選択ができるよう支援することを目的として「産学協同教育コース」や
「教育能力向上コース」といったキャリア形成支援コンテンツを提供します。

220万
円

支援金額

研究奨励費 一年度あたり

生活費相当額 月額15万円 ＋ 研究費年額40万円
国立研究開発法人科学技術振興機構が実施する次世代研究者挑戦的研究プロ
グラムの採択を受け、京都大学大学院教育支援機構プログラムの一環として、
研究科や研究室など既存の枠組みを越えて優秀な博士後期課程等学生を選抜
し、研究奨励費を支給します。修士課程2年次の早期に、博士後期課程進学後の
支援を保証する予約枠として「進学前枠用枠」も設けています。
（日本学術振興会の特別研究員に申請いただくことが前提です。）

採用枠 全学年515名

支援期間 3年間 （医学・薬学の4年制博士課程の場合は4年間）

対象の
研究科・専攻 全ての研究科・専攻

対象分野
人文・社会／情報・AI ／量子／マテリアル／健康・医療・生命／
環境・エネルギー・複合　所属する研究科や専攻に関わらず、
すべての分野に出願できます。

※募集要項は大学院教育支援機構のウェブサイトに公開します。受給資格等の詳細は、募集要項
を必ずご確認ください。

大学院教育支援機構プログラム1 

210万
円

支援金額

研究奨励費 一年度あたり

生活費相当額 月額約15万円 ＋ 研究費年額30万円※

採用枠 1学年97名（3学年291名）

情報・AI ／量子／マテリアル／健康・医療・環境

支援期間 3年間

対象の
研究科・専攻

理学研究科、医学研究科、薬学研究科、工学研究科、農学研究科、
エネルギー科学研究科、情報学研究科、総合生存学館のうちフェ
ローシップに参加する専攻
（詳細は募集要項を参照して下さい）

対象分野

※募集要項は大学院教育支援機構のウェブサイトに公開します。受給資格等の詳細は、募集要項
を必ずご確認ください。

科学技術イノベーション創出フェローシップ2

国立研究開発法人科学技術振興機構が実施する「科学技術イノベーション創出に
向けた大学フェローシップ創設事業」は、将来の我が国の科学技術・イノベーション
創出を担う博士後期課程学生に対し、研究に専念できる環境を提供するために、
当該博士後期課程学生の処遇の向上、及び博士後期課程修了後の安定的なキャリア
パスの確保を目的とした事業です。

※年額180万円…月により若干変動する可能性あり。また研究奨励費の一部に、RAあるいは
RFとして雇用されて支給される給与が含まれることがある

医学・薬学の4年制博士課程の場合は
2年次から4年次までの３年間（ ）

京都大学国際・共通教育推進部企画掛   〒606-8316 京都市左京区吉田二本松町

Mail: graduate_studies_office@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp　
お問い合わせ

https://www.kugd.k.kyoto-u.ac.jp/ https://www.z.k.kyoto-u.ac.jp/
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新入外国人留学生ガイダンスを実施

　3月28日に、新入外国人留学生に向けてオンライン形式のガイダンスを行
いました。当日は約 210 名の新入外国人留学生が参加し、日本での生活を始
めるにあたり非常に役立ったと好評を博しました。
　また、今回のガイダンスでは、新しい試みとして、市役所での手続きや口座開
設の手順等について、日本語版と英語版の説明動画を作成しました。様々な国
から京都大学に辿り着いた留学生が、将来大輪を咲かせることを願って作ら
れた、たんぽぽの綿毛をモチーフにしたオリジナルキャラクターにも注目です。
尚、これらの動画は、現在国際交流サービスオフィスホームぺージにて公開し
ており、留学生は自由に動画へアクセスし、いつでも繰り返し内容を確認する
ことができます。

キャリア開発・育成支援  
「大学院教育支援機構教育コース」を開講

　専門領域の壁を越え、幅広いキャリア形成を支援する「大学院教育
支援機構教育コース」が、2023年4月から新たに開講しました。
　「産学協同教育コース」と「教育能力向上コース」は、大学院生のキャリ
アパスの多様化に対応し、学生が不安を感じることなく進学、就職できる
よう設計されており、幅広いキャリア形成を支援する内容となっておりま
す。また「グローバル生存学コース」はグローバル人材が身に付けるべき
コミュニケーション力、研究開発の計画力と推進力、自ら課題を発見する
能力などを涵養します。コースの修了者には総長名の修了認定書が授与
され、修了後のキャリア形成に活かすことができます。4月26日にコース

登録者の募集を終了しまし
たが、3 つのコース合わせ
て100 名近くの登録があり、
大学院生に向けたキャリア
形成支援のニーズの高まり
を実感しました。

キャリア開発・育成支援  経済支援

「大学院教育支援機構　企業寄附奨学制度
（DDD）」を開始

　大学院生を対象とした給付奨学金「大学院教育支援機構　企業寄
附奨学制度（Division of Graduate Studies Donor Designated 
Scholarship）」を令和 5 年度より開始しました。本学卒業生や修了生が
活躍する株式会社西松屋チェーン、株式会社ニップン、株式会社内田洋行、
三協立山株式会社、日本ガイシ株式会社の５社からの寄附により、極めて
優秀な本学大学院生に経済支援を行います。研究活動を奨励するととも
に、民間企業と積極的に交流を行い、研究インターンシップ等を含む産学
協同教育の発展、大学院生のキャリアプランの具体化、業界理解の促進
を実現することを目的としています。募集開始直後より多くの学生か
ら質問や応募が寄せられ、企業との連携や産学協同教育への関心の高さ、
大学院生に向けた経済支援制度の一層の充実の必要性を改めて実感し
ました。今後はより多くの賛同企業を募るため、渉外部とも連携して企業
への働きかけを進めます。
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AFLSP 新入生オリエンテーションを４年ぶりに対面開催

　４月入学の AFLSP（アジア未来リーダー育成奨学金プロ
グラム）新入生に向けて、4月4日にオリエンテーション及び
上級生との交流会を実施しました。新型コロナウイルス感染
症の影響でオンライン開催が続いていましたが、今年は３年
半ぶりに対面開催が実現し、新入生全員が一堂に会する機会
となりました。
　オリエンテーションでは、真剣に教員の話に耳を傾ける
姿や、自ら質問して理解を深めようとする積極性が印象的
でした。その後の交流会では、和気あいあいと和やかな雰囲気
の中、新入生、上級生共に笑顔で声を弾ませていました。

　彼らアジアの若者たちが、異文化間理解を深め、将来の
アジア及び世界の友好・発展に寄与する人材となる未来に、
期待で胸が膨らみます。

 留学生のリクルーティング

バングラデシュ向けオンライン留学セミナーに参加

　東京大学バングラデシュ事務所が主催した、バングラデシュ
向けオンライン日本留学セミナーに参加しました。セミナーを
視聴した150人以上のバングラデシュの有力高校・有力大学
の学生に向けて、京都大学について紹介するプレゼンテーショ
ンを行いました。学生らは熱心に耳を傾け、プレゼンテーショ
ン後に設けられたQ＆Aセッションでは、京都大学への留学
に関する多くの意欲的な質問が寄せられました。今後もオンラ
インで開催される留学セミナー等も有効的に活用し、幅広い
国や地域からの優秀な留学生の獲得を目指して参ります。

株式会社西松屋チェーン　株式会社ニップン　株式会社内田洋行　三協立山株式会社　日本ガイシ株式会社

大学院教育支援機構 graduate_studies_office@mail2.adm.kyoto-u.ac.jpお問い合わせ 詳細は、大学院教育支援機構のHPでご確認下さい。
https://www.kugd.k.kyoto-u.ac.jp/

株式会社西松屋チェーン　株式会社ニップン　株式会社内田洋行　三協立山株式会社　日本ガイシ株式会社

本学卒業生や修了生が活躍する企業からの寄附による、極めて優秀な本学大学院生を対象とした給付奨学金です。
民間企業との積極的な交流による、産学協同教育の発展、業界理解の促進も目指します。

企業と共に形創る未来への一歩

大学院教育支援機構

企業寄附奨学制度

DDD Division of Graduate Studies
Donor Designated Scholarship

令和５年度
スタート

給付金額

45万円~

120万円

令和5年度分として

※企業により異なります
家計基準はありません

応募期限

5月15日（月）

17:00

令和5年

必着

支援の条件や内容、応募方法の詳細等は、各企業の募集要項をご確認下さい。　　　

※他の民間奨学財団奨学金等との併給が可能です。ただし、当該民間奨学財団奨学金等に併給制限が設けられていないか確認して下さい。
https://www.kugd.k.kyoto-u.ac.jp/office/#p02

選抜結果は、６月中旬頃までに応募者にメールで通知いたします。

日本語：
https://kuiso.oc.kyoto-u.ac.jp/resources/videos/

英語：
https://kuiso.oc.kyoto-u.ac.jp/en/resources/videos/


